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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

三国越線法面改修

事務経費

三国越林道復旧工事　L=44.4m
　　　　　　法面工　特殊配合モルタル吹き付け　A=325㎡

※本路線は市管理林道。三国越線は法面崩壊防止のため復
旧工事を行う。

平成18年度から支所事業を本庁集約
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子延田代線復旧

山林への進入路(林道)が開設することで、用材の搬出が容易とな
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さらに、山林の間伐や植林等効率的な森林施業が可能となる。
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工事路線数

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント
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3,000

三国越線法面改修

事務経費

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

伊賀地域森林計画書・林道計画書（H19～29)、民有林林道整備計画、県単林道事業5ヵ年計画(H16～20)に基づき、整
備に努める必要がある。

法面崩落対策が進み安全な通行が確保された事で、森林適齢期の間伐と植林が推進された。

計画通り整備が進捗した。

工事の設計・施工は平成18年度より本庁に集約し職員配置の効率化に努め、さらに工事設計時には公共工事副産物対
策を考慮。
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作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%

1,500 1,500
3,000

作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%

作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%

1,500
3,000
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作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%

1,890
作業路：県50%、市・地元25%、市管理林道復旧：
県50%、市50%、林道改良：県50%、市、地元25%
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県単林道整備事業

持続的で個性的な農林業を実践する
目

林業生産基盤の整備
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農林業費

01
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H22

A 現状維持 採択基準に達する林道整備要望路線が減少しているため、林業経営意欲のある地区の意向を聞き取り調査する。また、最適工法の選
択によりコスト削減を通じ整備延長の進捗を図る。
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